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坪沼秀昌教授追悼号の発刊に寄せて

坪沼秀昌先生は 2010 年 3 月 30 日にご逝去されました。お体の御不調について初めてお聞き

したのが 3月の初めでしたので，あまりにも急な病状の革まり様に，ただ呆然とするばかりで

した。

坪沼先生はとても穏やかで静かな御性格でいらっしゃいました。そのこともあり，私を含め

経済学部の同僚の多くは，先生と個人的なお話をする機会にあまり恵まれなかったのではない

でしょうか。ただし，2007 年度から 2008 年度の間，先生が経済学部教務主任として，縁の下の

力持ちの役割を黙々と誠実に努められたことを，経済学部のすべての同僚たちは感謝と尊敬の

気持ちを持って，はっきりと覚えているはずです。

私のように坪沼先生と親しくお話をする機会に乏しかったものでさえ，大学における先生の

日々のお仕事を見れば，先生が何をなさり何をなさらないかを見れば，その高潔で責任感の強

い御性格を十分に理解することができました。

ご葬儀で，我々のかつての同僚の戸田さんが，友人代表として読まれた弔辞は胸に響きまし

た。その一節にこんな言葉がありました。「研究者として，大学人として，また家庭人として，

その責任を誠実に果たし，何一つ名誉も求めず，静かに暮した人生は，同じ学問を志した者に

とっての模範だと思います。私は，君ほどの人格者を知りません。」

坪沼秀昌先生は 1990 年 4 月に東京経済大学経済学部および大学院経済学研究科の専任教員

としてご着任されました。したがって，本学において 20 年間にわたり，教育・研究活動に携わ

れたことになります。

坪沼先生は 1980 年に一橋大学をご卒業後，同大学大学院経済学研究科で理論経済学及び統

計学を専攻されました。その後，1985 年から本学に着任される 1990 年までは，小樽商科大学

で専任講師及び助教授をつとめられました。

専門分野のお仕事に関しては，私としては先輩や同僚から聞いた内容や評価をそのまま要約

することしかできませんが，先生は情報の非対称性やフリーライダーの問題を一貫してご研究

なさいました。消費者の選考が歪曲して伝達される場合，債務不履行や投資の収益性に関して

情報の非対称性が存在する場合，などが論じられ，先行研究が見落としている論点を，比較的

シンプルなモデルで分析し，しかも一般性のある結論を導き出していると評価されています。

一筋縄ではいかない重要なテーマに積極的に取り組み，極めて高い分析力を示し，質の高い仕

事をなさったと言うのが坪沼先生の研究上のご業績に対する評価です。
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本学においては，坪沼先生は主に金融経済学をご担当なさいました。また，経済学部のカリ

キュラムに「金融工学」の科目を開設する際には，自ら進んで講義を担当されるなど，中心的

な役割を担って下さいました。さらに，講義のための教材の作製などにおいても，先生のお人

柄そのままに，丁寧で質の高い教材を学生のために準備して下さっていたと伺っております。

坪沼先生のあまりに突然で，しかもあまりに早すぎるご逝去は，その立派なお仕事ばかりで

なく高潔なお人柄を思うとき，我々すべてにとって，かけがえのないものの損失であり，大き

な悲しみです。先生は大学の中においても，また外においても，今後，ますますご活躍をして

いただきたい方でした。あとに残された奥様やお二人のご子息のお力落しや悲しみはいかばか

りかと存じます。謹んで哀悼の意をささげるとともに，ご冥福をお祈りいたします。

2011 年 7 月

経済学部長 手塚 眞

坪沼秀昌教授追悼号の発刊に寄せて
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故 坪沼秀昌教授年譜並びに業績

1956 年 7 月 北海道旭川に生まれる

履 歴

1972 年 4 月 北海道旭川東高等学校入学

1975 年 3 月 北海道旭川東高等学校卒業

1975 年 4 月 一橋大学経済学部入学

1980 年 3 月 一橋大学経済学部卒業（経済学士）

1980 年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科理論経済学及び統計学専攻修士課程入学

1982 年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科理論経済学及び統計学専攻修士課程終了

（経済学修士）

1982 年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科理論経済学及び統計学専攻博士後期課程

入学

1985 年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科理論経済学及び統計学専攻博士後期課程

単位取得満期退学

職 歴

1985 年 4 月 小樽商科大学商学部専任講師（1987 年 9 月まで）

1987 年10月 小樽商科大学商学部助教授（1990 年 3 月まで）

1989 年 4 月 北海学園大学経済学部非常勤講師（現代経済理論担当，1990 年 3 月まで）

1990 年 4 月 東京経済大学経済学部助教授（1999 年 3 月まで）

1993 年 4 月 東洋大学経済学部非常勤講師（マクロ経済学担当，1994 年 3 月まで）

1993 年 9 月 東京女子大学文理学部非常勤講師（経済学担当，1994 年 3 月まで）

1998 年 4 月 成城大学経済学部非常勤講師（経済数学担当，1999 年 3 月まで）

1999 年 4 月 東京経済大学経済学部教授（2010 年 3 月まで）

2003 年 4 月 早稲田大学大学院社会科学研究科非常勤講師（金融論担当，2010 年 3 月

まで）

2009 年 4 月 早稲田大学社会科学部非常勤講師（金融経済学担当，2010 年 3 月まで）
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所属学会

1985 年〜 日本経済学会（旧理論・計量経済学会）

1985 年〜 日本金融学会

1993 年〜 日本ファイナンス学会

研 究 業 績

著 書

『First Step マクロ経済学』（有斐閣，1999 年 4 月）（共著者 賀川昭夫，片岡孝夫）

学術論文

「資源配分メカニズムの操作可能性」

一橋大学『一橋論叢』第 93 巻第 5号，pp.651-668，1985 年 5 月

「貸出市場における情報の非対称性」

小樽商科大学『商学討究』第 37 巻第 1・2・3合併号，pp.217-230，1987 年 2 月

「転換社債によるシグナリング」

一橋大学『一橋論叢』第 99 巻第 5号，pp.651-668，1988 年 5 月

"Disclosure and Allocations of Information in Financial Markets"

The Economic Studies Quarterly, Vol. 42, No. 1, pp.40-49，March 1991

「合併・買収の可能性と企業の意思決定」

『金融経済研究』第 4 号，pp.23-36，1993 年 1 月

故 坪沼秀昌教授年譜並びに業績
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"Equilibrium Capital Structure under Oligopolistic Product Market"

『東京経大学会誌』第 192 号，pp.3-34，1995 年 6 月

「負債による企業経営のコントロール」

『東京経大学会誌』第 203 号，pp.89-15，1997 年 7 月

「メインバンク・システムによる企業経営のコントロール」

『現代ファイナンス』第４号，pp.3-25，1998 年 9 月

"Capital Structure, Liquidation Values and Market Structure"

『東京経大学会誌』第 231 号，pp.37-54，2002 年 9 月

「敵対的買収におけるフリーライダー問題」

『東京経大学会誌』第 253 号，pp.97-131，2007 年 3 月

東京経大学会誌 第 271 号
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故 坪沼秀昌教授の思い出

賀 川 昭 夫

坪沼さんが 2010 年 3 月 30 日に亡くなられた。3月 3日の午前 10時半頃，坪沼さんから私の

研究室に電話があり，体調が良くないので精密検査を受けたところ，その結果が分かり，ベッ

ドが空き次第入院して治療することになったので，4 月からの新学期に講義をすることが出来

なくなった，とのこと。生真面目で責任感の強い坪沼さんは，別の人に講義を担当して貰わな

ければならないことを，本当に恐縮されていた。3月 9日に入院され，そして 3 月 30 日に遠く

に逝かれてしまった。

坪沼さんが東京経済大学に着任されたのは 1990 年 4 月なので，本学に 20 年間勤められたこ

とになる。その 20 年間で，私が坪沼さんと話を交わした時間は，延べにして数時間にも満たな

いであろう。それは，私が他人とコミュニケーションをとることが苦手なことに原因があるが，

坪沼さんは私以上に他人とコミュニケーションをとることが苦手のようであった。シャイで寡

黙，そして，あのはにかんだ笑顔。これが私が坪沼さんの外見から得た印象であり，大方の人

の持たれた印象も同じであったと思われる。

しかし，坪沼さんはとびきり頭のよい方であった。たとえば，研究会での坪沼さんのコメン

トは，発表されている論文の最もクルーシャルな点に関してであった。報告されている論文の

内容と論文が持つ意味を正確に理解し，その論文で最も重要なポイントを見つけ，設けられて

いる仮定の正当性や，別の仮定に置き換えれば論文にさらなる意味を追加できることなどを，

ボソッとコメントされていた。2011 年 2 月に研究会に来られた神戸大学・入谷純教授は報告の

前に，坪沼さんは発表のとき，いつも有益なコメントをして下さったと，坪沼さんに対して弔

意を表された。

また，坪沼さんがこれまでに書かれた論文は，外国のハイレベルな専門誌に投稿されていれ

ば掲載されたであろうと思われるほど，質の高いものである。彼は，それまでの先行研究で見

落とされている論点を取り上げて，それを比較的シンプルなモデルで分析し，しかし，一般性

のある結論を導き出されている。これは誰にでも出来る技ではなく，坪沼さんの類い希なる分

析能力の高さを表すものである。彼の問題意識は一貫して，フリーライダーや情報の非対称性

に関してであった。これらは分析されることが必要ではあるが一筋縄ではいかないテーマであ
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り，彼は積極的に困難なこれらの問題に取り組まれていた。例えば，坪沼さんの修士論文では，

公共財経済において，公平な配分がナッシュ均衡として実現するための必要十分条件を真の選

好に関して導出されている。坪沼さんがこのような良質な論文を海外の一流のジャーナルに投

稿されていれば，掲載されて，海外でも広く注目されたに違いない。彼の書かれた論文は珠玉

のように輝いている。

坪沼さんの主たる講義科目は金融経済学であった。金融を学んだ学生が金融機関に就職した

ときに，金融工学の知識が全くないと困るであろうと考えられて，金融工学という科目を新た

に開設し，自ら進んでその科目を講義されていた。また，私は学生から坪沼さんが様々な講義

で配布されたプリントを見せて貰ったことが幾度かあったが，坪沼さんの配布プリントを集め

れば，各科目のコンパクトで最良質なテキストになったはずのものであった。

坪沼さんは 2007 年度からの 2 年間，経済学部教務主任を務められた。事務能力抜群の坪沼

さんなので，とても手際よく教務関係のことを裁かれていた。私は坪沼さんに，そんなに上手

に教務主任をやっていると学部長をやらされるよ，それが嫌なら何かチョンボをやっておかな

いと，と冷やかしたことがあったが，そのとき坪沼さんは本当に困った顔をされていた。学部

長になるのは嫌だが，チョンボをするのも坪沼さんの美学に合わなかったのだろう。坪沼さん

は教務主任の他にも激務の役職に就かれていたが，研究に集中できる環境にあれば，坪沼さん

はハイレベルな論文を書き続けられたに違いない。本当に優秀な研究者であり，周りから尊敬

されていた坪沼さんが 53歳という若さで亡くなられたのは，残念以外のなにものでもない。

故 坪沼秀昌教授の思い出
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